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都・区、ともに月例給、一時金引上げ

主な記事
2・3面 2023都本部組織集会／2023都本部人員確保闘争・現業統一闘争

コラム 自治労の訴える公共サービスへの投資ってなんだろう？
自治労2024年度ジェンダー平等推進 キャッチコピーの募集

4面 私のおすすめ（中野区職員労働組合 執行委員長 古林 明郎）
女性部 女性労働カフェ（第2回・第3回）を開催
自治労東京ライフプランセミナーを開催します！

企 画 総 務 局

都本部2023賃金確定闘争重点課題
① 東京の生活実態および業務実態に見合う賃
金水準および一時金の支給月数の引き上げ
② 再任用職員の賃金水準の抜本的な見直しに
よる改善
③ 初任給水準の引き上げと昇給・昇格基準の
改善、年齢による昇給抑制の廃止
④ 会計年度任用職員の常勤職員と同様の賃金
の引き上げと確実な遡及
⑤ 会計年度任用職員の勤勉手当の支給にむけ
た条例改正と確実な予算措置
⑥ 「社会と公務の変化に応じた給与制度の整
備」による給与制度の見直しにおける確実な
労使協議の実施
⑦ 特殊勤務手当の新設・拡充と生活関連手当
の見直し
⑧ 労働時間の適正な把握と長時間労働の縮減
⑨ あらゆるハラスメントの撲滅
⑩ LGBTQ+をはじめとした職員の多様性を
尊重した労働条件の整備
⑪ 柔軟な働き方の実現と十分な人員確保
⑫ 賃金・労働条件の決定における事前協議制
の確立と労使合意

全全級級全全号号給給改改定定もも平平均均改改定定率率はは11．．00％％をを超超ええずず
99月月のの消消費費者者物物価価指指数数はは前前年年同同月月比比33．．00％％上上昇昇もも

都
・
区
の
勧
告
の
状
況

東
京
都
人
事
委
員
会
勧
告

は
、
月
例
給
を
公
民
較
差（
3
、

5
6
9
円
、
0
・
88
％
）
解
消

の
た
め
給
料
表
を
引
き
上
げ
改

定
（
平
均
改
定
率
0
・
9
％
）

と
し
、
全
級
全
号
給
に
つ
い
て

引
き
上
げ
と
し
た
が
、
初
任
層

に
重
点
を
お
き
、
高
齢
層
、
特

に
再
任
用
職
員
は
5
0
0
円
程

度
の
引
上
げ
幅
と
な
っ
た
。

特
別
区
人
事
委
員
会
勧
告

は
、
月
例
給
を
公
民
較
差（
3
、

7
2
2
円
、
0
・
98
％
）
解
消

の
た
め
初
任
給
及
び
若
年
層
に

重
点
を
置
き
つ
つ
全
て
の
級
及

び
号
級
で
引
き
上
げ
改
定
（
改

定
率
は
平
均
で
1
・
0
％
）
と

し
た
が
、
中
堅
以
上
の
層
で
は

1
、0
0
0
円
程
度
の
引
上
げ

幅
だ
。

都
・
区
と
も
に
昨
年
度
と
異

な
り
、
再
任
用
職
員
も
含
め
全

て
の
級
及
び
号
級
で
の
引
き
上

げ
が
実
現
し
た
も
の
の
、
中
高

齢
層
の
職
員
等
の
実
質
賃
金
の

改
善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
一
時
金
に
つ
い
て
は
都
・

区
と
も
に
勤
勉
手
当
に
割
り
振

り
さ
れ
て
お
り
、
期
末
手
当
の

み
の
支
給
で
あ
る
会
計
年
度
任

用
職
員
の
一
時
金
の
対
応
が
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
都
勧
告
で
は
引
き
上
げ
に

乗
じ
て
行
㈠
1
・
2
級
の
昇
給

幅
が
抑
制
さ
れ
て
お
り
、
将
来

の
給
与
水
準
の
引
き
下
げ
に
つ

な
が
る
内
容
と
な
る
な
ど
、
到

底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

都
本
部
の
闘
争
方
針

闘
争
方
針
で
は
12
点
の
重
点

課
題
を
掲
げ
る
（
※
左
図
参

照
）。
東
京
の
生
活
実
態
・
業

務
実
態
に
見
合
う
賃
金
水
準
と

一
時
金
の
支
給
月
数
の
引
上
げ

を
は
じ
め
と
し
て
、
再
任
用
職

員
の
賃
金
水
準
の
改
善
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
と

勤
勉
手
当
支
給
な
ど
を
求
め

る
。
自
治
労
全
体
の
統
一
闘
争

と
し
て
結
集
し
、
統
一
行
動
日

を
11
月
17
日
に
設
定
、「
早
朝

29
分
時
間
内
集
会
」
の
戦
術
を

配
置
し
な
が
ら
全
単
組
で
交
渉

を
進
め
る
。

交
渉
に
お
い
て
は
、
重
点
課

題
に
基
づ
い
た
統
一
交
渉
指
標

を
設
定
し
、
交
渉
状
況
を
単
組

・
都
本
部
間
で
随
時
共
有
、
指

標
到
達
の
判
断
を
行
う
。
都
本

部
に
お
い
て
は
、
単
組
交
渉
を

全
力
で
支
援
す
る
た
め
、
東
京

地
公
労
へ
の
結
集
を
は
じ
め
、

都
・
特
別
区
の
交
渉
組
織
で
あ

る
都
労
連
・
特
区
連
と
の
連
携

強
化
、
市
町
職
単
組
の
交
渉
支

援
と
な
る
東
京
都
市
町
村
課
や

東
京
都
市
長
会
等
へ
の
要
請
の

取
り
組
み
と
と
も
に
、
各
単
組

の
交
渉
状
況
を
も
と
に
、
闘
争

情
報
の
発
行
、
コ
メ
ン
ト
シ
ー

ト
で
の
単
組
執
行
部
と
の
や
り

取
り
を
通
じ
て
、
交
渉
到
達
点

の
底
上
げ
を
め
ざ
す
。

統
一
要
求
書
は
、
①
自
治
体

単
組
用
②
会
計
年
度
任
用
職
員

単
組
用
③
自
治
体
準
拠
の
公
共

民
間
単
組
用
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

統
一
要
求
書
を
作
成
し
、
自
治

体
単
組
と
会
計
年
度
任
用
職
員

単
組
、
公
共
民
間
単
組
が
連
携

し
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を

進
め
る
。
と
り
わ
け
会
計
年
度

任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
勤
勉
手
当
が
支
給
さ
れ

ず
、
常
勤
職
員
と
の
均
衡
が
図

ら
れ
て
い
な
い
。
来
年
4
月
か

ら
勤
勉
手
当
の
支
給
が
可
能
と

な
る
改
正
地
方
自
治
法
が
施
行

さ
れ
る
中
で
、
各
自
治
体
に
お

い
て
は
、
そ
の
後
の
確
実
な
予

算
措
置
の
観
点
か
ら
も
12
月
議

会
で
の
条
例
改
正
を
確
実
に
行

わ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。
加
え

て
、
勤
勉
手
当
の
支
給
に
伴
っ

て
、
月
例
給
の
引
き
下
げ
な
ど

を
さ
せ
な
い
こ
と
も
重
要
と
な

る
。ま
た
、再
任
用
職
員
の
一
時

金
に
つ
い
て
は
、
多
く
が
定
年

前
と
同
一
の
職
務
・
職
責
を
担

っ
て
い
る
中
、
年
金
支
給
開
始

前
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
金
水

準
が
下
が
る
と
い
う
課
題
が
依

然
と
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

給
与
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
に

関
連
し
て
、
定
年
前
職
員
と
同

様
の
月
数
を
求
め
て
い
く
。

私
た
ち
の
生
活
を
守
る
た

め
、
全
て
の
組
合
員
が
、『
統

一
闘
争
』
に
結
集
し
て
声
を
上

げ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

だ
。
い
ま
こ
そ
、
私
た
ち
組
合

員
の
団
結
の
力
を
発
揮
し
て
い

こ
う
。

賃
上
げ
に
対
す
る
組
合
員
の
切
実
な
声
の
反
映
を

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
支
給
へ

10
月
11
日
に
特
別
区
、
13
日
に
東
京
都
の
人
事
委
員
会

が
勧
告
を
行
っ
た
。
都
・
区
と
も
に
月
例
給
お
よ
び
一
時

金
を
引
き
上
げ
る
勧
告
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
民
間
春

闘
や
物
価
高
騰
等
の
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
到
底
、
納
得
で

き
る
引
き
上
げ
幅
で
は
な
い
。
日
々
奮
闘
す
る
組
合
員
の

業
務
実
態
や
東
京
の
生
活
実
態
に
見
合
っ
た
賃
金
水
準
を

め
ざ
し
、
都
本
部
は
2
0
2
3
賃
金
確
定
闘
争
方
針
を
確

立
し
、
全
単
組
の
結
集
の
も
と
、
全
力
で
取
り
組
む
。▲都本部が実施した東京都・特別区人事委員会勧告説明会（10

／18）で解説を行う自治労都庁職の鎌滝委員長（右）と特区
連の籠谷書記長（左）

●東京都人事委員会勧告の概要
月例給 公民較差（3，569円、0．88％）解消の

ため、給料表を引上げ改定。初任層に
重点を置きつつ、全級全号給について
引上げ改定

一時金 0．10月分引上げ 年間4．55月→4．65月
勤勉手当に配分

今後の課題
•能力・業績を反映した給与制度の更なる進展
•職務給の更なる進展等
•新たな給与制度の在り方についての検討

●特別区人事委員会勧告の概要
月例給 公民較差（3，722円、0．98％）解消の

ため、初任給、若年層に重点を置きつ
つ、全ての級及び号給で1，000円以上
の引上げ
【初任給】
Ⅰ類：8，000円増 Ⅲ類：6，000円増

一時金 0．10月分引上げ 年間4．55月→4．65月
一般職員は勤勉手当に割り振り

今後の課題
•適正な職員構成や職の在り方の検討が必要

闘争スケジュール

●要求書提出基準日 11月1日（水）
●回答指定日 11月10日（金）
●交渉ゾーン
11月10日（金）～11月16日（木）

●交渉ヤマ場 11月16日（木）
●統一行動日 11月17日（金）

路
線
バ
ス
の
運

行
を
維
持
し
よ
う

に
も
、
運
転
手
不

足
で
減
便
や
路
線

の
廃
止
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
い
…
。

こ
ん
な
状
況
が
全
国
各
地
で

相
次
い
で
い
る
。
そ
ん
な
中

で
大
阪
市
南
東
部
に
位
置
す

る
バ
ス
会
社
が
、
今
年
末
を

も
っ
て
「
バ
ス
事
業
そ
の
も

の
を
廃
業
」
す
る
と
い
う
決

断
を
下
し
た
こ
と
に
大
変
衝

撃
を
受
け
た
▼
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
、
ド

ラ
イ
バ
ー
と
言
わ
れ
る
職
種

は
い
ず
れ
も
人
手
不
足
に
苦

し
む
中
、
労
使
と
も
ど
も
苦

労
し
な
が
ら
移
動
の
足
や
物

流
を
止
め
る
こ
と
の
な
い
よ

う
頑
張
っ
て
い
る
。「
2
0

2
4
年
問
題
」
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
時
間
外
労
働
の
上
限

を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

慢
性
的
な
過
重
労
働
を
防
ぐ

た
め
の
規
制
だ
が
、
さ
ら
な

る
人
手
不
足
に
よ
り
業
界
の

停
滞
に
拍
車
を
か
け
る
よ
う

で
は
本
末
転
倒
で
あ
る
▼
運

転
技
術
と
接
客
サ
ー
ビ
ス
を

同
時
に
求
め
ら
れ
な
が
ら

も
、
低
賃
金
の
低
労
働
条
件

で
は
、
ゆ
と
り
世
代
の
若
い

人
が
こ
の
職
種
を
す
す
ん
で

選
ぶ
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

今
の
政
府
や
自
治
体
に
こ
の

こ
と
を
理
解
し
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
く
れ
る
人
は
い
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
（
篠
﨑
）

東奔西走

都・区、ともに月例給、一時金引上げ

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。
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コラム

自
治
労
の
訴
え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の

投
資
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

全
体
会
の
冒
頭
、
主
催
者
挨

拶
に
立
っ
た
都
本
部
の
松
村
委

員
長
は
組
織
課
題
に
つ
い
て

「
近
年
の
組
織
人
員
の
減
少
は

深
刻
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の

声
を
集
め
、
各
課
題
に
お
い

て
、
要
求
、
交
渉
か
ら
自
ら
の

闘
い
に
よ
っ
て
労
働
条
件
の
改

善
に
つ
な
げ
る
。
ま
た
世
話
役

活
動
等
日
常
の
活
動
が
不
可
欠

で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
組

合
へ
の
結
集
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
」
と
述
べ
た
。

基
調
提
起
で
は
江
森
副
委
員

長
か
ら
新
規
採
用
者
の
加
入
が

危
機
的
状
況
に
あ
る
現
状
が
述

べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
組
織
人
員

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、
具
体
的
な
取
り
組
み
手
法

と
し
て
①
組
織
人
員
の
増
減
を

把
握
し
、
具
体
的
な
加
入
目
標

を
設
定
し
、
単
組
内
に
Ｐ
Ｔ
を

設
置
し
て
総
括
・
戦
略
立
案
を

行
う
②
次
代
の
担
い
手
を
発
掘

・
育
成
す
る
③
組
合
員
か
ら
共

感
さ
れ
る
活
動
を
実
践
す
る
④

単
組
（
支
部
・
分
会
）
を
組
合

員
の
結
集
軸
に
す
る
こ
と
が
重

要
と
の
提
起
が
あ
っ
た
。

続
く
基
調
講
演
で
は
、
北
海

学
園
大
学
の
川
村
雅
則
教
授
よ

り
「
公
務
非
正
規
問
題
と
労
働

者
の
役
割
、
労
働
組
合
へ
の
期

待
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ

れ
、「
民
間
で
は
有
期
雇
用
の

乱
用
を
繰
り
返
し
認
め
て
し
ま

っ
た
た
め
に
、
理
由
な
く
『
格

差
』
が
設
け
ら
れ
、
雇
用
の
無

期
転
換
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

公
務
に
お
い
て
は
2
0
2
0
年

度
以
降
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
が
導
入
さ
れ
た
が
、
再
度
の

任
用
は
あ
る
も
の
の
一
定
期
間

ご
と
の
『
公
募
』
が
必
要
と
さ

れ
、
民
間
の
『
無
期
転
換
』
に

逆
行
し
て
い
る
。
雇
止
め
の
要

因
と
な
る
公
募
を
な
く
す
こ
と

は
各
自
治
体
で
判
断
で
き
る
こ

と
か
ら
引
き
続
き
公
募
の
廃
止

を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
の
解
説
が
あ
り
、
北

海
道
に
お
い
て
公
募
を
行
わ
な

い
市
が
存
在
す
る
こ
と
に
も
言

及
し
た
。
ま
た
、「『
無
期
転
換

逃
れ
』
が
当
た
り
前
の
社
会
に

し
て
は
い
け
な
い
。
賃
金
や
休

暇
制
度
を
充
実
さ
せ
安
心
し
て

働
け
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
合
わ
せ
て
公
契
約
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
も
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

2
0
2
3
都
本
部
組
織
集
会
（
全
体
会
）

会
計
年
度
任
用
職
員
の
収
入
不
安
・
雇
用
不
安
の
払
拭
を

10
月
21
日
、
都
本
部
は
2
0
2
3
組
織
集
会
を
日
本
教
育
会
館
で
開
催
し
、
41
単
組
92

名
が
参
加
し
た
。
組
合
員
が
減
少
し
続
け
る
中
で
、
新
規
採
用
者
の
組
合
加
入
促
進
等
の

課
題
に
対
す
る
各
単
組
の
取
り
組
み
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
都
本
部
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
が
必
要
な
の
か
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
議
論
を
重
ね
組
織
の
強
化
・
拡
大
を

め
ざ
す
。
前
半
は
全
体
会
、
後
半
は
3
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
情
報
を
共
有
し
た
。

▲全体会の様子

人
員
確
保
闘
争
に
お
い
て

は
、
第
一
次
で
課
題
と
な
っ
た

年
度
当
初
の
欠
員
補
充
に
加

え
、
そ
れ
以
降
に
生
じ
た
欠
員

補
充
を
最
大
の
課
題
と
し
た
。

ま
た
現
業
統
一
闘
争
に
つ
い
て

は
、
新
規
採
用
を
一
歩
で
も
前

進
を
図
る
こ
と
を
最
大
の
課
題

と
し
た
。
さ
ら
に
現
業
・
非
現

業
を
問
わ
ず
、
2
0
2
4
年
度

の
人
員
体
制
に
お
い
て
、
新
規

採
用
や
再
任
用
職
員
を
含
め
た

必
要
な
人
員
配
置
の
実
現
を
め

ざ
し
、
統
一
行
動
日
に
は
1
時

間
を
上
限
と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ

戦
術
を
配
置
し
な
が
ら
闘
争
を

進
め
た
。

人
員
確
保
闘
争
に
お
い
て

は
、
現
状
抱
え
て
い
る
欠
員
に

つ
い
て
、
三
鷹
市
職
労
、
小
金

井
市
職
、
福
生
市
職
な
ど
現
状

欠
員
と
な
っ
て
い
る
す
べ
て
の

単
組
で
新
規
採
用
等
に
よ
る
補

充
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
職

種
に
よ
っ
て
は
募
集
人
数
を
下

回
る
応
募
し
か
な
く
、
物
理
的

に
欠
員
が
埋
ま
ら
な
い
実
態
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。
あ
ら
た
め

て
賃
金
な
ど
の
処
遇
改
善
に
よ

っ
て
魅
力
あ
る
職
と
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぐ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
総
点
検
業
務
に

係
る
職
員
の
負
担
軽
減
策
に
つ

い
て
調
布
市
職
労
で
は
「
職
員

の
負
担
軽
減
策
を
講
じ
る
」
な

ど
の
前
進
回
答
を
引
き
出
し

た
。現

業
統
一
闘
争
に
お
い
て

は
、
10
月
3
日
に
自
治
労
会
館

で
総
決
起
集
会
を
開
催
し
、
15

単
組
96
名
の
参
加
者
が
会
場
を

埋
め
尽
く
し
た
。
第
2
次
闘
争

を
都
本
部
全
体
の
統
一
闘
争
と

し
て
闘
う
意
義
や
決
意
を
全
単

組
で
確
認
し
た
。
第
2
次
闘
争

開
始
ま
で
に
、
青
梅
市
職
、
八

王
子
市
職
、
中
央
区
職
労
、
東

京
清
掃
労
組
な
ど
で
す
で
に
採

用
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
第
2

次
闘
争
に
お
け
る
交
渉
で
採
用

の
確
認
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
町
田
市
職
労
、
昭
島
市
職

労
、
日
野
市
職
そ
の
他
多
く
の

単
組
に
お
い
て
、
現
業
職
員
が

培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
が
活

か
せ
る
職
の
確
立
に
む
け
た
労

使
協
議
・
意
見
交
換
の
場
の
設

置
、
ま
た
、
す
で
に
設
置
さ
れ

て
い
る
単
組
で
は
、
定
期
的
な

開
催
を
確
認
し
た
。
設
置
に
至

ら
な
い
単
組
で
は
直
営
の
重
要

性
や
必
要
性
を
確
認
す
る
な

ど
、
全
体
と
し
て
前
進
回
答
を

勝
ち
取
っ
た
。

都
本
部
は
今
後
も
交
渉
を
継

続
す
る
単
組
と
一
体
と
な
り
、

全
単
組
で
業
務
量
に
見
合
う
必

要
な
人
員
配
置
を
め
ざ
し
、
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

第2次闘争
2
0
2
3
都
本
部
人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争
（
第
2
次
闘
争
）
は
、
10
月
20
日

に
統
一
行
動
日
を
配
置
し
、
課
題
解
決
に
む
け
て
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
市
町
職
22

単
組
中
交
渉
の
ヤ
マ
場
で
あ
っ
た
10
月
19
日
ま
で
に
は
、
要
求
書
提
出
が
18
単
組
、
う
ち

16
単
組
で
前
進
回
答
を
勝
ち
取
っ
た
。

▲2023都本部現業統一闘争（第2次）総決起集会（10／3）の様子

自
治
労
は
「
公
共
サ
ー
ビ
ス

に
も
っ
と
投
資
を
！
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
の
重
要
性
や
公
共
サ
ー
ビ

ス
拡
充
の
必
要
性
を
訴
え
、
社

会
一
般
へ
の
浸
透
、
世
論
の
支

持
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

全
国
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
都
本
部
で
は

都
内
各
所
で
街
頭
宣
伝
行
動
を

実
施
し
て
お
り
、
9
月
〜
10
月

に
か
け
て
は
、
高
田
馬
場
、
八

王
子
、
日
暮
里
、
飯
田
橋
な
ど

の
駅
頭
で
訴
え
を
記
載
し
た
ウ

ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し

な
が
ら
、
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

●
住
民
の
「
共
感
」
を
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
・
発
展
に

で
は
、
な
ぜ
自
治
労
は
公
共

サ
ー
ビ
ス
へ
の
投
資
を
訴
え
る

の
で
し
ょ
う
か
？
地
域
特
性
に

応
じ
た
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に

は
、
当
然
、
業
務
を
担
う
人
員

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
必

要
人
員
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
組
合
に
よ
る
人
員
要
求
交

渉
の
み
な
ら
ず
、
地
方
自
治
の

確
立
と
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
役
割

に
つ
い
て
住
民
の
「
理
解
」
や

「
共
感
」
を
得
て
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
発
展
に
必
要
な

財
源
・
人
員
の
確
保
を
世
論
の

面
か
ら
も
後
押
し
を
し
て
も
ら

う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
考
え

る
か
ら
で
す
。
あ
た
り
前
に
受

け
ら
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
は

「
あ
た
り
前
」
で
は
な
く
、
職

員
の
皆
さ
ん
の
日
々
の
尽
力
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

財
政
面
・
人
員
面
で
厳
し
い
状

況
の
中
、
組
合
員
が
奮
闘
し
て

い
る
現
状
を
広
く
訴
え
、
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

政
府
が
課
題
を
置
き
去
り
に

し
た
ま
ま
普
及
を
推
し
進
め
、

現
場
に
大
き
な
混
乱
を
招
い
て

い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
業

務
や
、
頻
発
す
る
災
害
、
新
型

コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
の
中
で
自
治

体
の
人
員
不
足
が
露
呈
し
、
現

場
は
疲
弊
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
少
子
・
高
齢
化
や
Ｄ
Ｘ
・

Ｇ
Ｘ
の
推
進
、
地
域
活
性
化
な

ど
、
今
後
も
増
大
す
る
行
政
課

題
に
対
応
し
、
地
域
特
性
に
応

じ
た
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、

真
の
地
方
自
治
の
確
立
と
そ
れ

を
支
え
る
人
員
お
よ
び
地
方
財

政
の
充
実
が
必
要
で
す
。

●
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
今

こ
そ
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
に
よ
り
、
地
域
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
が
住
民

に
再
認
識
さ
れ
た
今
だ
か
ら
こ

そ
、「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ

と
投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
強
化
し
、
世
論
に
訴
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

2
0
2
3
都
本
部
人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争

多
く
の
単
組
で
前
進
回
答

処
遇
改
善
に
よ
り
魅
力
あ
る
職
へ

▲北海学園大学
川村雅則教授

「
若
者
と
と
も
に
進
め
る
参
加
型
運
動
」
の

実
践
的
課
題
と
展
望

第
1
分
科
会
で
は
、
3
つ
の

単
組
か
ら
取
り
組
み
事
例
、
課

題
の
報
告
を
受
け
、
各
報
告
に

関
す
る
討
論
を
行
っ
た
。

西
東
京
市
職
労
の
涌
井
執
行

委
員
か
ら
は
「
新
規
採
用
職
員

組
織
化
の
取
り
組
み
を
通
じ
て

得
た
課
題
と
成
果
」
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
は
新
採
加
入
説

明
会
で
加
入
し
て
く
れ
る
人
は

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
が
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
市
長
の
コ
メ

ン
ト
掲
載
や
、
新
規
採
用
者
の

笑
い
を
誘
う
演
出
を
取
り
入
れ

る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
た
結

果
、
今
年
は
二
桁
の
加
入
が
あ

っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
豊
島
の
齊
藤

書
記
長
は
「
若
手
組
合
員
と
と

も
に
歩
む
活
動
と
担
い
手
育
成

の
課
題
」
に
つ
い
て
、
競
合
組

織
が
あ
る
中
で
一
人
ひ
と
り
の

悩
み
に
寄
り
添
い
組
合
員
数
を

維
持
し
て
き
た
取
り
組
み
や
、

役
員
の
担
い
手
不
足
解
消
の
た

め
、
負
担
感
軽
減
に
努
め
て
い

る
こ
と
、
新
採
加
入
説
明
会

で
、「
今
ま
で
皆
さ
ん
は
学
校

な
ど
で
守
ら
れ
て
き
た
存
在
。

し
か
し
今
後
は
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。『
転
ば
ぬ
先
の
杖
』
と
し

て
一
番
簡
単
な
手
段
が
組
合
加

入
だ
」
と
訴
え
て
き
た
こ
と
な

ど
を
報
告
し
た
。

昭
島
市
職
労
の
宇
關
執
行
委

員
か
ら
は
、
入
庁
7
年
目
で
単

組
の
執
行
委
員
に
な
ろ
う
と
決

意
し
た
き
っ
か
け
や
こ
の
間
の

取
り
組
み
、
と
り
わ
け
組
合
員

に
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て

も
ら
う
た
め
に
導
入
し
た
「
顧

問
弁
護
士
制
度
」
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
は
、
組
合
員
か
ら
好

評
を
得
て
い
る
こ
と
、
当
局
が

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て

「
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
横
行
し
て

い
る
」
と
の
結
果
を
受
け
て
、

団
体
交
渉
で
の
や
り
と
り
や
当

局
が
行
っ
て
い
る
調
査
内
容
等

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

第
1
分
科
会

▲高田馬場駅での駅頭活動の様子

▲西東京市職労
涌井執行委員

「
み
ん
な
で
取
り
組
む
仲
間
づ
く
り
」

第
2
分
科
会
で
は
、
臨
時
・

非
常
勤
職
員
（
会
計
年
度
任
用

職
員
）
の
組
織
化
に
む
け
、
組

合
加
入
オ
ル
グ
の
悩
み
の
解
決

に
焦
点
を
当
て
た
。
初
め
に
事

例
報
告
と
し
て
、
練
馬
区
職
労

の
会
計
年
度
任
用
職
員
評
議
会

の
山
本
代
表
か
ら
「
職
場
ご
と

の
懇
談
会
を
行
い
、
一
人
ひ
と

り
の
問
題
に
む
き
合
う
こ
と
で

加
入
者
を
増
や
し
て
き
た
。
と

り
わ
け
、
未
払
い
残
業
代
を
勝

ち
取
っ
た
こ
と
は
、
職
場
に
お

い
て
大
き
な
信
頼
を
得
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
今
後
は
5
年

の
公
募
制
度
に
つ
い
て
、
ピ
ン

チ
だ
が
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
雇

止
め
を
許
さ
な
い
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
力
強
い

報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
同
区

職
労
の
阿
部
副
委
員
長
か
ら

は
、
機
関
紙
等
を
必
ず
手
渡
し

で
配
布
す
る
こ
と
や
、
懇
談
会

で
相
談
を
受
け
る
取
り
組
み
な

ど
、
顔
の
見
え
る
運
動
を
進
め

て
い
る
な
ど
の
事
例
報
告
を
受

け
た
。
今
後
は
職
場
単
位
か
ら

区
職
労
内
の
地
域
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
懇
談
会
を
行
う
な
ど
、
評

議
会
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く

と
話
し
た
。

続
い
て
自
治
労
本
部
外
山
強

化
拡
大
局
長
よ
り
自
身
の
単
組

役
員
時
代
に
非
正
規
職
員
の
仲

間
作
り
を
進
め
て
き
た
経
験
を

踏
ま
え
、
仲
間
作
り
の
大
切
さ

に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

「
小
さ
な
声
も
ま
と
ま
れ
ば
、

無
視
で
き
な
い
大
き
な
声
と
な

り
、
改
善
の
道
が
開
か
れ
る
。

自
分
た
ち
の
今
の
状
況
が
当
然

で
は
な
い
こ
と
を
学
び
、
ト
ラ

イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
で
取
り
組
み

を
進
め
よ
う
」
と
訴
え
た
。

最
後
に
、
都
本
部
役
員
を
単

組
四
役
、
会
場
を
組
合
未
加
入

者
に
見
立
て
模
擬
オ
ル
グ
を
行

い
、
今
後
も
こ
う
し
た
場
で
情

報
の
共
有
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

第
2
分
科
会

▲練馬区職労 会計年度任
用職員評議会 山本代表

第
3
分
科
会

「
こ
ん
な
時
、
ど
う
す
る
!?

組
合
の
課
題

解
決
方
法
を
見
え
る
化
し
て
み
た
」

2
0
2
3
年
の
組
織
実
態
調

査
に
よ
る
と
、
都
本
部
に
加
盟

す
る
公
共
民
間
単
組
全
体
の
組

織
率
は
60
・
35
％
と
な
っ
て
い

る
が
、
個
別
に
は
組
織
率
が
5

割
を
下
回
る
単
組
も
あ
る
。
ま

た
、
公
共
民
間
単
組
の
規
模
や

課
題
は
多
様
で
、
課
題
の
解
決

策
や
連
携
し
て
い
る
団
体
も

様
々
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
、
第
3
分
科
会
で
は
公

共
民
間
単
組
む
け
に
、
4
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
行
っ
た
。

1
つ
目
は
「
パ
ワ
ハ
ラ
」、

「
人
員
不
足
」、「
経
験
手
当
の

廃
止
」
の
課
題
か
ら
一
つ
を
選

択
。
課
題
解
決
に
有
効
と
思
わ

れ
る
ツ
ー
ル
（「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」
等
）
を
記
し
た
「
ツ

ー
ル
カ
ー
ド
」
を
用
い
て
、
初

動
、
経
過
、
終
結
ま
で
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
工
程
の

「
見
え
る
化
」
を
図
っ
た
。
同

様
に
、
2
つ
目
の
課
題
と
し
て

「
未
加
入
者
へ
の
加
入
オ
ル

グ
」
に
取
り
組
ん
だ
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
り
を
通

じ
、
参
加
単
組
の
解
決
方
法
が

自
然
に
共
有
で
き
、「
そ
う
い

う
方
法
も
あ
る
ん
で
す
ね
」

「
こ
の
ツ
ー
ル
カ
ー
ド
は
ど
う

い
う
と
き
に
使
え
ま
す
か
？
」

な
ど
の
情
報
交
換
と
交
流
が
進

ん
だ
。
ま
た
、
同
じ
テ
ー
マ
で

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
も
、

色
々
な
解
決
方
法
が
あ
る
こ
と

が
「
見
え
る
化
」
に
よ
っ
て
明

ら
か
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
座
長
の
高
橋
副
委

員
長
よ
り
「
そ
れ
ぞ
れ
の
単
組

で
問
題
が
起
こ
っ
た
時
や
課
題

解
決
に
取
り
組
む
時
も
、
今
日

の
よ
う
に
色
々
な
意
見
や
発
想

が
出
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て

進
め
る
こ
と
が
組
織
強
化
に
つ

な
が
る
。
ま
た
、
今
日
の
つ
な

が
り
を
活
か
し
て
今
後
も
情
報

交
換
や
相
談
が
で
き
る
関
係
を

築
い
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

た
。

▲ワークショップの様子

都本部推薦候補者
ご案内と選挙結果

埼玉県朝霞市議選
（11／26告示・12／3投票）

＜一般推薦＞
10月24日 単組代表委決定
くろかわ しげる
（現3・52歳・無）

都議会補選立川市選挙区
＜一般推薦＞

当選 鈴木 烈
（新・49歳・立民） ▲ネットワーク豊島

齊藤書記長
▲練馬区職労
阿部副委員長

▲昭島市職労
宇關執行委員

自治労2024年度ジェンダー平等推進
キャッチコピーの募集

【キャッチコピーのテーマ】
① 職場におけるジェンダー平等を
進めるにあたっての課題を意識で
きるもの
② 男性の育児参画、家族介護参画
の促進を啓発する内容
③ LGBTQ+を含めたジェンダー
ハラスメントやセクシュアル・ハ
ラスメントなどの防止を呼びかけ
るもの

【入賞作品の取り扱い】
①特賞（2本）
ポテッカ―に採用の上、商品券各
10，000円分進呈
※ポテッカ―には組合名、お名前
が明記されます。

②佳作（6本）
商品券各3，000円分進呈

応募締切
11月16日（木）必着
ご応募の際は各組合事務所までお
問い合わせください。

機関紙パズル ほっと一息
タテのカギ
1．「二つ折り」や「がま口」があります。
2．他人の意見を、自分の意見のように述べること。
3．背に○○はかえられぬ。
4．哺乳類の中で最速、ネコ科の猛獣。
6．日本の通貨単位。
8．全人類の歴史を学ぶ教科。
10．ボクシングなどで、ラウンドの開始・終了にカー

ンと鳴らす。
11．子供用にサビ抜きで握ってください。

ヨコのカギ
1．フィンランドで生まれた蒸気風呂。
3．末広がりな漢数字。
5．何と読む漢字でしょう。「シ＋也＝？」。
6．暗証番号などの入力を間違ったときに出る表示。
7．ゴム状の袋をプーッと膨らませて出来上がり。
9．観察や実験が授業内容にある教科。
10．○○サインが出たぞ！行け！
12．DNAが担う役割。
13．淑女をエスコートするジェントルマン。
14．彼はクラスの中でも○○を抜いて成績がいい。

二重の枠に入る文字を並び替えて下さい。
ヒント：子どもの健やかな成長を願う行事

●締切 2023年11月27日（月）
左記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項を
記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で10名
様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。
●10月1日号 漢字パズルの答え「日進月歩」 （2023年度ポテッカ―）

第1353号（２）（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）2023年11月1日第1353号（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）（３）2023年11月1日



26第 回 ベストショットコンクールベストショットコンクール

自治労東京組合員もしくは退職者会会員であること。 
応 募 資 格  

Ⓒ2023 佐喜眞美術館
ルミエール・プラス

Ⓒ2023YAGI Film Inc.

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
砂
漠
を

バ
ス
に
乗
っ
て
移
動
中
の
韓
国

人
23
名
が
、
タ
リ
バ
ン
に
拉
致

さ
れ
た
！
彼
ら
の
要
求
は
駐
屯

す
る
韓
国
軍
の
撤
退
と
、
刑
務

所
に
収
監
さ
れ
た
タ
リ
バ
ン
戦

士
23
名
の
釈
放
、
期
限
は
24
時

間
。韓

国
政
府
は
直
ち
に
外
交
官

チ
ョ
ン
・
ジ
ェ
ホ
を
派
遣
、
ア

フ
ガ
ン
外
務
省
に
釈
放
を
要

請
。
粘
り
強
い
嘆
願
で
一
旦
は

要
請
を
受
け
入
れ
た
よ
う
に
思

え
た
が
拒
絶
さ
れ
る
。
韓
国
国

家
情
報
院
も
動
き
出
し
、
パ
キ

ス
タ
ン
で
暗
躍
し
て
い
た
工
作

員
パ
ク
・
デ
シ
ク
が
ア
フ
ガ
ン

の
フ
ィ
ク
サ
ー
に
交
渉
す
る

が
、
あ
と
一
歩
で
決
裂
。

迫
る
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
、
身

代
金
狙
い
の
詐
欺
師
、
国
民
よ

り
国
家
フ
ァ
ー
ス
ト
の
政
府
。

進
ま
な
い
解
放
交
渉
に
パ
ク
が

動
き
、「
部
族
長
会
議
」
で
交

渉
す
る
こ
と
に
。

「
韓
国
政
府
の
代
表
」
を
自

負
す
る
チ
ョ
ン
と
ア
ウ
ト
ロ
ー

な
パ
ク
、
対
立
す
る
2
人
は
不

本
意
な
が
ら
手
を
組
む
こ
と

に
。
2
人
が
命
を
か
け
た
最
後

の
交
渉
と
は
？

人
質
救
出
の
交
渉
役
と
し
て

派
遣
さ
れ
た
厳
格
な
外
交
官
チ

ョ
ン
・
ジ
ェ
ホ
に
は
、『
国
際

市
場
で
逢
い
ま
し
ょ
う
』『
哭

声
／
コ
ク
ソ
ン
』
の
フ
ァ
ン
・

ジ
ョ
ン
ミ
ン
。
ト
ラ
ウ
マ
を
抱

え
、
人
命
を
救
う
た
め
に
は
手

段
を
選
ば
な
い
工
作
員
パ
ク
・

デ
シ
ク
に
は
、「
愛
の
不
時

着
」
の
ヒ
ッ
ト
で
空
前
の
ブ
ー

ム
を
巻
き
起
こ
し
た
ヒ
ョ
ン
ビ

ン
。
こ
と
ご
と
く
反
目
す
る

が
、
人
と
し
て
最
も
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
が
同
じ
だ
と
気
づ

き
、
友
情
と
絆
を
深
め
て
い

く
。
監
督
は
韓
国
の
女
性
監
督

の
草
分
け
で
あ
る
『
私
た
ち
の

生
涯
最
高
の
瞬
間
』『
リ
ト
ル

・
フ
ォ
レ
ス
ト

春
夏
秋
冬
』

の
イ
ム
・
ス
ル
レ
。
約
2
か
月

に
及
ぶ
ヨ
ル
ダ
ン
で
の
撮
影
を

敢
行
し
た
。

広
島
県
・
宮
島
、
茨
城
県
・

大
洗
、
神
奈
川
県
・
江
ノ
島
。

こ
の
3
ヶ
所
の
共
通
点
は
、
そ

れ
ぞ
れ
水
族
館
が
あ
る
こ
と
で

す
。み

な
さ
ん
は
、
全
国
に
水
族

館
が
い
く
つ
あ
る
か
ご
存
知
で

す
か
。「
水
中
や
水
辺
に
暮
ら

す
生
き
も
の
を
見
学
で
き
る
場

所
」
と
し
て
「
水
族
館
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
施
設
は
、
大
規
模

な
も
の
か
ら
本
当
に
小
さ
な
も

の
ま
で
含
め
る
と
、
国
内
に

は
、
47
都
道
府
県
す
べ
て
に
あ

り
、
1
5
0
ヶ
所
を
超
え
る
そ

う
で
す
。
い
く
つ
か
の
「
海
な

し
県
」
に
も
あ
る
こ
と
に
は
び

っ
く
り
で
す
。

私
は
昔
か
ら
水
族
館
を
訪
れ

る
こ
と
が
好
き
で
、
か
つ
て
は

首
都
圏
を
中
心
に
主
要
都
市
に

あ
る
水
族
館
を
訪
ね
て
い
ま
し

た
。組

合
役
員
に
な
り
、
自
治
労

の
評
議
会
の
役
職
を
頂
い
た
こ

と
で
、
様
々
な
都
市
を
訪
問
す

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
主
に

コ
ロ
ナ
禍
前
で
す
が
集
会
や
会

議
で
あ
ち
こ
ち
の
都
市
に
足
を

運
ぶ
中
で
、
時
間
を
見
つ
け
て

は
、
訪
れ
た
先
に
あ
る
各
地
の

水
族
館
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
水
族
館
に
は
、

そ
こ
に
し
か
い
な
い
特
徴
あ
る

生
き
物
が
い
た
り
、
展
示
方
法

に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
り
、
水
族

館
ご
と
に
様
々
な
創
意
工
夫
が

さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
し
か
な

い
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。
大
き

な
水
族
館
で
は
、
イ
ル
カ
や
ア

シ
カ
の
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
多
く
の
お
子
さ
ん
連

れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
に
ぎ
わ
い
の
中
、
私
の
よ

う
な
怪
し
げ
な
（
？
）
お
じ
さ

ん
が
一
人
で
い
る
の
が
、
ど
の

よ
う
に
写
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。ま

だ
ま
だ
、
訪
ね
て
い
な
い

所
も
多
く
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
色
々
な
場
所
の
水
族
館
を

訪
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

�出身県：東京都
�組合歴：
2006年7月～執行委員
2008年7月～執行委員長
2018年7月～会計
2021年7月～執行委員長

ふ
る
ば
や
し

あ
き
お

中
野
区
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

古
林

明
郎

『
水
族
館
め
ぐ
り
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
極
限
境
界
線

救
出
ま
で
の
18
日
間
』

実
話
か
ら
着
想
を
得
た
衝
撃
作

ⒸⒸ22002233PPLLUUSS MM EENNTTEERRTTAAIINNMMEENNTT,, WWAATTEERRMMEELLOONN
PPIICCTTUURREESS AALLLL RRIIGGHHTTSS RREESSEERRVVEEDD..

�10月20日（金）よりTOHOシネマズ
日比谷 他にて

都
本
部
女
性
部
は
、
女
性
労

働
カ
フ
ェ
第
2
回
を
9
月
29
日

に
三
多
摩
労
働
会
館
で
、
第
3

回
を
10
月
15
日
に
ホ
テ
ル
日
航

立
川
東
京
で
開
催
し
た
。
女
性

労
働
カ
フ
ェ
は
、
組
合
役
員
の

男
女
比
率
で
依
然
と
し
て
女
性

が
少
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、
女

性
役
員
が
組
合
へ
参
加
す
る
意

味
や
意
義
を
共
有
し
、
単
組
を

越
え
た
女
性
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
め
ざ
す
取
り
組
み

だ
。
第
2
回
は
「
男
女
の
賃
金

は
平
等
な
の
？
」
を
テ
ー
マ

に
、
前
半
は
女
性
部
事
務
局
長

の
三
木
啓
代
さ
ん
（
立
川
市
職

労
）
よ
り
「
賃
金
は
労
働
力
の

対
価
」
な
ど
基
本
的
な
知
識
、

公
務
員
で
も
女
性
の
方
が
賃
金

が
低
い
傾
向
に
あ
る
現
状
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
同
一
労
働

同
一
賃
金
が
達
成
さ
れ
て
い
な

い
状
況
と
分
析
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。
第
3
回
で
は
「
女

性
の
身
体
と
健
康

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ

（
セ
ク
シ
ャ
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
：

性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権

利
）」
を
テ
ー
マ
に
、
産
婦
人

科
医
の
丸
本
百
合
子
さ
ん
か

ら
、
月
経
や
更
年
期
な
ど
女
性

の
身
体
の
生
涯
の
変
化
、
定
年

ま
で
健
康
で
働
き
続
け
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
講
演

が
行
わ
れ
た
。

ど
ち
ら
の
回
で
も
、
後
半
に

は
参
加
者
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を

形
成
し
話
し
合
う
時
間
が
設
け

ら
れ
た
。
役
員
の
な
り
手
が
い

な
い
、
人
員
不
足
な
ど
深
刻
な

状
況
は
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
も
報

告
さ
れ
た
が
、
話
し
合
い
で
は

参
加
者
が
互
い
に
共
感
で
き
る

内
容
も
多
く
、
時
に
は
笑
い
も

起
き
な
が
ら
の
和
や
か
な
会
と

な
っ
た
。「
公
務
員
、
公
共
サ

ー
ビ
ス
労
働
者
の
賃
金
は
ど
こ

も
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
、

市
、
区
、
都
で
違
う
こ
と
が
あ

り
驚
い
た
」
と
い
っ
た
感
想
も

挙
げ
ら
れ
た
。
普
段
、
自
身
の

組
合
だ
け
で
は
共
有
し
き
れ
な

い
悩
み
や
課
題
を
職
域
や
地
域

を
越
え
た
仲
間
と
共
有
で
き
る

良
い
機
会
と
な
っ
た
。

女性部 女性労働カフェ（第2回・第3回）を開催

女性役員同士の交流
共感が生み出すネットワーク

▲第3回の様子。日頃の悩みを互いに分かち合う時間となった。

場 所 京王プラザホテル
南館4階「錦」
※新宿駅西口から徒歩5分

参加対象者 組合員（配偶者・パートナーの
方も一緒に参加できます。）

定 員 100名（先着順）
申 込 期 間 11月6日（月）～11月30日（木）

組合員ページパスワード

tohonbu

部 門
①テーマ：「繋がり」
②テーマ：「ネイチャー」
どちらの部門も、カメラ・スマートフォンでの
撮影媒体は問いません。
※応募に関する詳細については、QRコードよ
り、自治労東京HPにてご確認ください。

応 募

各部門1人3点まで
作品の返却はいたしません。あらかじめご了承ください。
自治労東京都本部への郵送、またはデータでの応募を受け付けます。

★送付先
自治労東京都本部 企画総務局宛 TEL：03－3556－3755
〒102－0072 東京都千代田区飯田橋3‐9‐3 SKプラザ4階
Ｅメール：kikakusoumu@jichiro-tokyo.jp

★応募記載事項
自治労東京HPにてご確認下さい。

★表彰
○最優秀賞 1点 ………………………………5万円の商品券
○優 秀 賞 各部門1点（計2点）………………2万円の商品券
○佳 作 3点 ………………………………5千円の商品券
○特 別 賞 1点 ………………………………5千円の商品券

入賞作品は、「自治労東京2024新年号」、「自治労東京都本部ホーム
ページ」に掲載し、以下の商品券をプレゼントします。

★応募締切 2023年12月4日（月）必着

昨
年
の
最
優
秀
賞
「
日
本
の
象
徴
」

／
練
馬
区
職
労

小
城
原

淳
さ
ん

申込はこちら!
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・
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レ
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